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和のこころ

　昨年の今頃、新型コロナのワクチンが日本にも供給されはじめ、パンデミックは終息
することを期待していましたが、いま現在はオミクロン株の発現により世界的な規模で
感染が再拡大しています。日本もその対策には右往左往しましたが、感染作用の基本行
動「三密回避」「手洗い励行」「マスク着用」の重要性が浸透しているためか、幸いなこ
とに世界的に見てもまれな落ち着きようで、新たな年を迎えられそうです。

　人はひとりでは生きてはいけないことを自覚し、隣人に迷惑を掛けない。自己主張す
ることより「和をもって尊しとする」精神が古代から根付く日本人ならではの生きざまは、
こうした命に係わる究極の場面で生きてくることを感じ、改めて誇りに思うところです。

　建築設計事務所は全国で 10 万を超え、コンビニをはるかに超える数がひしめいてい
ます。その中で生き抜いていくためには、自己主張をして、他者との違いを明らかにし、
自分たちを選択していただく必要があります。当たり前と思われていた建築の在り様を
見直し、これまでに見たこともないデザイン・空間づくりで自己主張をする方法もあり
ます。しかし、私たちはその名の通り「共同」でその対象を十分観察し、お互いの知見・
経験にもとづく主張を尊重しあい、その中から最適解を探すために、提案を磨き続ける
ことを続けてきました。「共同」の対象はクライアントの皆様でもあり、協力事務所や施
工者の皆さんでもあり、我々スタッフ同志でもあります。結果が出るまでには時間もか
かり、苦労も多く、決してスマートなものづくりのスタイルではありませんが、できる
だけ多くの人が納得のいく取り組みを大切にしています。
　改めて「共同建築設計事務所」の精神は「和のこころ」に基づいているのだと自覚し、
これまで積み上げてきたことを大切にしながら、精進を続けたいと思います。
　それでも建築はその土地に根付き、施主の個性、思いが反映され、我々のデザインが
のせられることで十分個性的な存在になります。その結果が特別な建築作品となり、多
くの人を豊かにし笑顔にできるものと信じています。
　しかし、このパンデミックによりそれぞれの距離が少し離れてしまったことで、これ
までのような豊かなコミュニケーションの場が失われたことも事実です。Web 会議の技
術が進化し、これを補完することができるようになりましたが、それでも実際の距離感
は埋めがたいものがあることも感じています。この事実を受け止め、内面を鍛えるとと
もに、新しい支えあいのすべを探して、皆さんと共に豊かな未来づくりに挑戦を続けた
いと思っています。

　本年も、皆様のご支援ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2021 年 12 月 21 日）

代表取締役　鈴木　慶治
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□建築概要
建  築  主： 青森市
所  在  地：青森県青森市      
病  床  数： 35 床 
構造規模：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造
                  地上 2 階
延床面積：4,023㎡ 
竣工年月：2021 年 5 月
撮　　影：外観のみ病院のホームページより
　　　　　その他所員

地域包括ケアを担う病院 －青森市立浪岡病院・大崎市民病院鳴子温泉分院－

自然に開き地域とつながる
ホスピタルモール
－青森市立浪岡病院－

　人口減少や高齢化が急速に進む中、多
くの公立病院で再編の動きが加速して
います。特に地方の病院では、地域の
方が住み慣れた場所で安心して生活す
るために必要な医療を、継続的に提供
するべく、地域の病院のネットワーク
機能を再編・強化し、介護を含めた地
域包括ケアシステムの中で病院を再構
築する計画が中心になっています。
　本 TOPICS では 2021 年に竣工した２
病院について、再編にあたっての計画
の要旨をお伝えします。

　旧浪岡町の町立病院として誕生した
浪岡病院は、青森市と合併後、青森市
の病院群と機能分化・連携を図りなが
ら、在宅医療・地域包括ケアシステム
の中核を担う病院として建替えられる
ことになりました。
　建替えにあたっては、受診・入院機能、
救急医療・災害時病院機能の維持、そ
して医療連携体制の強化が目的として
示されました。

■患者・利用者に優しく、職員が働き
やすい施設
　広場に面してガラス張りのホール・
モールを配置する事で、中の様子が分
かり、近づきやすく入りやすい施設と
しています。平屋で計画し、誰にでも
優しく、安心できる施設としました。
　診察や検査等、どこに行くのにも見
通しの良いモールからアプローチする
事で、分かりやすく迷わない施設とし
ています。

■地域に愛される病院
　ホールは、広場に面して開放できる
構造で、内外一体の運用が可能です。
気候の良い時期にはイベント等を通し
て、地域コミュニティー形成の役割も
担います。内装には青森ヒバやねぶた
和紙など地元産の建材を多用し、地域
の記憶を継承する事を目指しました。

■将来への可変性
　設計時、将来介護施設への転用の可
能性が示され、平屋の採用はその解決
策の一つでもあります。共用スペース
の一部を改装する事で、独立した玄関
が確保でき、診療部門と動線が交わら
ない運用を可能にしています。4 床室
は個室に変更することを視野に入れて
計画しました。( 図１)
　開院後、IoT を活用した「オンライ
ン診療」「見守りサービス事業」などが
スタートしました。地域包括ケアシス
テムの進化・変化に対応できる柔軟性
が建築にも求められています。

モールと病棟に囲われた広場 ( 工事中のため一部 CG 合成　病院ホームページより )

地元の木材を使用したホスピタルモール

漆塗りの技法を応用したスタッフステーションサイン

ホール・ホスピタルモール・広場の繋がり

青森市内と大崎市内の主な医療施設

30Km

15Km

大崎市民病院

大崎市民病院鳴子温泉分院

大崎市民病院岩出山分院

田尻診療所

大崎市民病院鹿島台分院

栗原市

大崎市

青森市

登米市

涌谷町

加美町

色麻町

登米市
美里町

奥の細道湯けむりライン

東
北

新
幹

線

東
北

本
線

陸羽東線

青森市民病院
青森県立中央病院

青森市立浪岡病院

奥
羽

本
線

東北新幹線

国立病院機構
青森病院

20Km

十和田市

黒石市

青
森

湾

蓬田村

平内町

3Km
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TOPICS

山河に接する自然と温もり
のあるインテリアで迎える
市民のための病院
－大崎市民病院鳴子温泉分院－

　戦前に陸軍病院として誕生した病院
が、戦後は「国立鳴子病院」として厚
生省に所管替えした後、「町立鳴子温泉
病院」となり、さらに市町村合併の際「大
崎市民病院鳴子温泉分院」となったと
いう、長い歴史を刻んできた病院です。
　市の高度医療を担う本院を中核とす
る大崎市地域包括ケアシステムの一翼
を担う病院として再整備されました。
特別豪雪地帯に位置する人口 5,000 人
程のこの地域では、冬場ともなれば最
も遠い集落からこの分院まで来るのに
も 1 時間近くかかり、地域医療におけ
る役割は大きなものがあります。

■コンパクトで効率性の高い病院
　旧病院から 1/3 の規模に縮小しまし
たが、各機能をコンパクトにまとめ、
効率的な診療が行える計画としました。
小規模の病院ではスタッフが効率的に
動けることが重要です。また、長く雪
深い冬季のランニングコストに配慮し、
断熱性能の高いサッシ、オール電化を
基本とした設備を採用しながら、一部
に温泉の熱を回収し給湯に利用してい
ます。

■将来に対する可変性に配慮した病院
　病棟は、今後の制度改正などにより

構成が変わることも視野に入れました。
スタッフステーションを中心に、南北
にエレベーター・階段、東西に病室を
配した病棟プランは患者像に応じた
ゾーニングが容易です。病室は２割が
個室ですが、将来の転換も視野に、４床
室を１床室にしやすいよう、また４床室
は 8㎡ / 床を確保しました。（図 2）

■地域に愛される病院
　外来の入り口の軒天やインテリアに
は地元産の木材を採用し、住民から親
しまれる病院を目指しました。外壁の
色は鳴子の紅葉に映える黄色を意識し
ています。

□建築概要
建  築  主：大崎市病院事業
所  在  地：宮城県大崎市   
病  床  数：40 床 ( 内、地域包括ケア 10 床 )
構造規模：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造
　　　　　地上 2 階  
延床面積：3,367㎡  
竣工年月：2021 年４月

ナース
ステーション

ナース
ステーション

病　棟

病　棟

病　棟

病　棟

主玄関

主玄関
▲

外　来

リハビリ

厨房 ▲

▲ 病棟→高齢者施設

診療棟→診療所

４床室を１床室に転換
することができる

共用部などに地元産の木材を採用

病棟スタッフスーテション

４床室

紅葉に映える黄色のタイルを採用した外観

□青森市立浪岡病院
　将来への可変性の提案：平面で分離を想定 (図１)

□大崎市民病院鳴子温泉分院
　将来への可変性の提案：上下に想定(図２)
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市街地に建つ大規模精神科病院の敷地内全面建替え－浜寺病院 

　浜寺病院は大阪府南部の高石市にあ
る精神科病院です。1930 年に開院さ
れ、精神科救急から慢性期、認知症ま
で幅広い精神疾患に対応する地域の精
神科医療の基幹病院となっています。

■３期６年にわたる建替え工事
　敷地内での全面建替えプロジェクト
は 2013 年より計画に着手し､ 2015 年
4 月の着工から 6 年余り経た 2021 年
9 月に外構工事を完成させ、グランド
オープンを迎えました。
　敷地は戸建住宅を中心とした住宅街
の中にあり、南側は公園に面していま
す。開院以来の増床・増築により敷地
いっぱいに建物が展開して一度に建替
えるスペースが残されておらず、病棟
においては計 12 病棟が 4 棟に分かれ
配置されていました。計画では病院機
能を維持する建替手順と、分散した診
療機能・病棟の集約、将来の医療需要
の変化も見越した配置計画を行いまし
た。敷地北側駐車場へのⅠ期「はなみ
ずき」(108 床の病棟）建設を皮切りに
3 期にわたる建設・既存棟解体を経て、
病床のダウンサイジングを図りつつ全
面的な建替えを実現しました。多様化
する精神疾患と高齢化に対して的確な
医療を提供するための機能を強化する
ために、療養・多床室が中心の既存病
棟から、個室や個別的環境を重視した
病棟とすることや、リハビリ部門の充
実化を図りました。

■訪れやすい地域に開かれた ｢森の病院｣

－東西道路に面したダブルメインアプ
　ローチと2層吹抜けの外来総合待合－

　敷地は東西とも道路に接道してお
り、東面では都市計画道路の事業が現
在も進められています。既存の主玄関
は西面に配置されていましたが、建替
えでは東西の道路をつなぐ街路のよう
なホスピタルモールを軸に東西にエン
トランスを設け、外来総合待合は開放
的な吹抜け空間としています。中待合
からは中庭越しに南側公園の桜を望み
ます。精神科外来の利用者に対するプ
ライバシーに十分配慮しつつアプロー
チしやすく開放的で明るい外来空間と
しました。

ー南側公園の緑を引き込む外構デザイン－

　隣接する公園で建替えに先立ち進め
られていた治水・修景工事が 2018 年
に完成し、桜の見事な親水公園は地域
の憩いの場となっています。道路際の
既存棟を解体した部分に設けた新しい
メインアプローチはその南側公園の緑
を引き込むように道路に沿って樹木帯
と歩道を設けています。敷地内に設け
た歩道は病院へのアプローチだけでな
く、病院に隣接する保育施設から子供
たちが安全に公園へアクセスするため
の動線として活用されるなど、地域の
景観と安全に配慮した外構デザインと
しています。樹種選定においては専門
家による潜在自然植生、現存植生の調
査を行った上で土地本来の植生に配慮
した樹種を主体とし、環境圧に耐え手
入れもしやすいよう配慮しています。
地域や病院の象徴ともなっている南側
公園の桜を敷地内にも点在させ、公園
と連続する植栽帯が住宅街と病院との
バッファとなり、地域にも親しまれる

「森の病院」となるよう計画しました。

南側公園から樹木帯・街路がつながる西面メインアプローチ、キャノピー

二層吹抜の外来総合待合と街路のようなホスピタルモール

外来総合待合と総合受付

外来待合　中庭越しに南側公園を望む

開放的な外来総合待合
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TOPICS

■運用の変化に柔軟に応え多様な診療を
　支える病棟構成

　既存棟解体スペースへの病棟建設の

繰り返しは建築の形態に大きな制約と
なりましたが、どの病棟においても全
体が見渡せ見守りの行き届くスタッフ
ステーションを中心に、大阪平野を取
り囲む山並みや緑豊かな南側公園、外
構や屋上庭園の木々の景観を取り込む
食堂、共用部のある豊かな療養環境を
実現しました。病室は多床室において
もベッド毎に窓を設け個別環境を大切
にし、男女混合での運用もしやすい病
棟ゾーニングにより多様化する精神疾
患に対応できるものとしました。
　先に完成したⅠ期「はなみずき」は
2 フロアを 1 病棟とした 2 病棟 4 階建
の独立した病棟で、限られた増築スペー
スに建ちますが、将来を見据え居住施
設への転用も視野に計画しました。そ
の独立性を生かし、建替工事中に流行
した新型コロナウイルス感染症に対応
するため、個室ゾーンを有し他の病棟・
入院患者との動線分離も可能な「はな
みずき」4 階を軽症感染者の入院受入
病床として転用運用されています。
　住宅街の中に建つ浜寺病院は、今回
の全面建替えにより自然豊かな外部空
間との連続性を獲得することができま
した。そのことが治療の質の向上に寄
与することに加え、開かれた精神科病
院として地域に永く親しまれる存在で
あり続ける一助になればと思います。

□建築概要
　所  在 地：大阪府高石市  
　建  築 主：医療法人 微風会
　延床面積：23,394㎡
　病  床  数： 642 床 ( 全体 )
　竣工年月：2021 年 9 月 ( ｸﾞﾗﾝﾄﾞｵｰﾌﾟﾝ ) 
以下､ 詳細 
□さくら棟 ( Ⅲ期 )　2020 年８月完成
　病  床  数：300 床
　構造規模：鉄骨造　地上８階  
　延床面積：12,399㎡  
□けやき棟 ( Ⅱ期 )　2018 年 4 月完成
　病  床  数：234 床
　構造規模：鉄骨造一部鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造
　　　　　　地下 1 階　地上 6 階
　延床面積：7,894㎡
□はなみずき棟 ( Ⅰ期 )　2016 年 6 月完成
　病  床  数：108 床
　構造規模：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造
    　              地上 4 階
　延床面積：3,049㎡
撮影 ( 共通 )：増田寿夫写真事務所

外部空間を引き込む眺望のよい病棟食堂

Ⅰ期工事

Ⅱ期工事

Ⅲ期工事

外構工事

完成時

さ く ら
▼

けやき
▼

はなみずき
▼

駐車場にはなみずき (108 床 ) 建設

旧病棟解体後「けやき (234 床・厨房・管理 )」建設

旧病棟・診療棟解体後「さくら (300 床・外構 )」建設

旧病棟解体後、外構、エントランスキャノピー建設

北西側　全景
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WORKS

外　観

エントランスホール

デイケア食堂と隣接するカフェ

2 階へつながる吹抜階段多様なプログラムを行う通所部分見守りしやすい水廻りのある病棟廊下個室型４床室

医療福祉センター倉吉病院 ( 中央棟増築 )

□建築概要
建  築 主：社会医療法人 仁厚会  
所  在 地：鳥取県倉吉市  
病  床 数：240 床 ( 整備後 )
構造規模：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造一部鉄骨造
　　　　　地上４階　  
延床面積：4,441㎡  
竣工年月：2021 年２月 ( 中央棟増築 )
撮　　影：SATOH  PHOTO 

　鳥取県の中部地域において、精神科

病院と一般病院とを共に運用する医療
法人が、精神科病棟の再編成と共に両
院で共有・連携し合う機能を強化し、
全体の再構築を行うプロジェクトです。
身体的ケアを主とした一般病院が担う
医療と精神科医療とがそれぞれ機能強
化し、これまで以上に専門的医療に取
り組める環境づくりと、相互的に関連
する部門を拡充し、連携しやすい配置
を全体計画の中で追求しました。
　2021 年、第一期としてプロジェクト
の核となる中央棟が完成しました。精
神科医療における外来診療の充実や在
宅を拠点とした医療への転換を反映し、
病床数の減少とともに、より精神科医
療が地域の中で身近なものになるため
のしかけとして、訪れやすいアプロー
チを二院の間を繋ぐような形態で実現
しています。

　病院の顔となるエントランスには
ゆったりとしたホール・カフェ空間が
あり、その奥に落ち着きのある外来診
療部を配置しています。また、一般診
療と精神科の救急部門のアプローチを
近接させ、検査部門や両方の診療科と
の連携を図りやすくしました。
　在宅医療への転換を進める中でより
充実させていくべき通所部門や地域連
携部門は、中央棟の２階に配し、開放
的な空間から直接アクセスできます。
　新棟に配置した病室群は、既存病棟
とブリッジで接続した先でユニット的
に機能し、既存のステーションから目の
行き届きやすい配置として少し病状の
異なる患者も同じ病棟内で受入れやす
くすることを意図しました。今後、既存
病棟の改修が行われ、病棟全体の中でこ
の新しいユニットが担う役割がどのよ
うに変化していくのか期待しています。
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三善病院

　福岡市内にある緑豊かな環境の中に
佇む精神科病院の増改築プロジェクト
です。東区唐原の海から少し離れた小
高い丘の裾野にあり、住宅地の中に建っ
ていますが、歴史ある名門ゴルフ場に
接し、大樹や整った緑と芝が顔をのぞ
かせる立地です。1955 年の開設後、本
館が築 45 年を経過し、老朽化と共に療
養環境の改善と厨房機能の更新を模索
されていました。
　病院周辺の宅地化に伴い、敷地全体
が第一種住居専用地域の指定を受けて
います。建築規制が厳しい中、既存北
館の奥のグランドに新病棟（60 床）を
建築し、本館も含め病棟再編改修を行
うことで、病院全体の環境改善を行い、
急性期から一般、認知症、慢性期まで
個々の症状に対応しやすい環境を整え
ました。
　新病棟は、中央のスタッフステーショ
ンを境に、一般 ( 急性期 ) と認知症治
療の生活エリアを分けた運用ができる
仕組みとしました。各ベッドに窓を持
つ個室的多床室では、ゴルフ場の豊か
な緑、自然の風、匂いを取り込めます。
また、低層病棟の特徴を活かした高天
井の共用空間には、時間と共に移り変
わる外光を取り込み、時間の流れや季
節の変化を感じることができます。恵
まれた環境を活かした治療の場を目指
しています。

□建築概要
建 築 主： 三善病院
所 在 地：福岡県福岡市
病 床 数：135 床
　　　( 精神科 120 床 , 内科 15 床 )
　　　( 増改築：60 床／改修：60 床 )
構造規模：鉄筋コンクリート造
                        地下 1 階  地上 1 階
延床面積：4,356㎡ ( 全体 )
       (増改築：1,810㎡／改修1,578㎡)
竣工年月：2021 年 9 月
撮       影：bqdyne graphic
                  飛鳥企画

新北館外観

病棟食堂 ( 西 )

個室的多床室

病棟食堂 ( 東 )

1 階認知症デイケア

全景 ( 手前より南館　本館　新北館 )
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WORKS万葉クリニック－ 子どものこころセンター絆 ( 児童思春期外来 )　

　広報誌としての社外報は本号で 23 号

になるが、当社では 1991 年より社内
報という所員向けの記事を毎月発行し
ている。この社内報を通じて議論の場
をつくり、その集大成として社外報の
記事をつくれないかという案が挙がり、
今年のテーマを『ＳＤＧｓと建築』とし、
所員に内外の建築のプロジェクトにつ
いて考える機会とした。
　毎月所員 2 ～３人に「ＳＤＧｓと建
築」という題で寄稿してもらうことと
並行して、ここ５年ほどの間に竣工し
た物件の担当者に、目標 17 項目につい
て何が実現できていたかのアンケート
を行い、この回答を題材にディスカッ
ションを行った。
　この中では「医療施設、精神科病院、
福祉施設を主な仕事としていることか
ら、クライアントを通じて実現できて
いることが多いこと」が確認された

　奈良・橿原市で精神科医療と認知症

医療を中心に診療している「万葉クリ
ニック」の新たな取り組みとして、児
童思春期外来「子どものこころセンター
絆」が開設されました。　
　精神科外来待合いとは少し離れた場
所で、来院者の往来も少ない廊下の一
角にゆったりとした待合いを設けてい
ます。外光が入りにくい環境ですが、

明るい葉が重なり合う壁紙と天井から
壁面を照らす建築化照明を用い、広が
りを感じられる空間としています。
   診察室は大きさの異なる２室とし、
奥のスタッフ廊下越しに外の景色を取
り込むことができます。そっと訪れた
い方のプライバシーを保ちつつ優しく
迎え入れる空間を心掛けています。

一方、クライアントとともに目標を実
現するために、視野を広め諦めないで
トライしていく姿勢が重要という意見
が出された。
　実は各目標の内容は設計者としては
いつも念頭に置いておかねばならない
ことばかりである。できていて当たり
前とは言えないが、クライアントが志
す目標に応えられる設計者であるため
に、実現できていないこと、実現すべ
きことについていつも考えながら研鑚
し、各種の課題について諦めずトライ
していく姿勢が必要である。
　そもそも事務所の DNA ともいえる個
室的多床室や分散便所は「だれも取り
残さない」という考え方から発してい
ると言えるが、時代を経て形にとらわ
れて精神が取り残されていないか・・・。
共同版ＳＤＧｓに向け、継続的に議論
を行っていくこととなった。

17 項目のテーマに沿ったアンケートの表 ( 上部 ) を
元に、ディスカッションを行った。

□建築概要
建 築 主： 医療法人 南風会
所 在 地：奈良県橿原市
病 床 数：病院 240 床 老健 100 床
構造規模：鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造   地上 4 階
延床面積：12,810㎡ ( 内 改修 65㎡ )
竣工年月：2021 年 1 月
撮       影：所員

心理室

外来待合

外来待合

共同建築設計事務所とＳＤＧｓ
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私の建築家像

木戸 裕里子
（2020 年入社 )

宮岡 喜和子
（2020 年入社 )

　私の原風景は幼いころにお世話になった地元の
総合病院です。年季の入った薄暗い病院でしたが
スタッフの方々の優しい雰囲気が充満した空間は
20 年も前ですがしっかりと覚えています。その後
病院は建て替わり建物自体の印象はがらりと変わ
りましたが、穏やかな空気感がそのまま残ってい
ることが印象的でした。
　建築に興味を持ってから有名建築家の建築めぐ
りをしてきましたが、どの建築を見ても私の建築
に対する根底にある考え方は「建築の主役は生活
する人であること」です。建築は完成後建築家の
手から離れ、クライアントとともに歩んでいきま
す。生活する人を体現する建築はその人の雰囲気

鈴 木　 杏 南
（2020 年入社 )

や大事にしている芯が建物に現れていて、愛着を
持って大切に手入れされていきます。今思うと地
元の病院もスタッフさんや地域の愛着とともに歩
んできて、それが新病院にも受け継がれたのだと
思います。そこで暮らす人や働く人の生活のなか
に溶け込み、ゆったりと構えて支え続けられる、
黒子のような建築が理想ではないかと考えていま
す。今までクライアントが歩んできた道や考え方、
移転ならば前の建物が地域で育んできた文化や人
との繋がりといった建物のオリジナリティを引き
出して深層まで理解して、提案ができる建築家。

「私らしさ」よりも「そのクライアント = 建物ら
しさ」がつまった提案ができればと思います。

　私が建築家を志したのは中学生の時でした。そ
のころは、なんとなく多くの人の目に触れる大き
なものを造ってかっこいいと言われたい、という
程度の考えでした。その建物がどのような用途を
持つか、中でどのように人が過ごしているかなど
は特に意識していなかったように思います。
　大学では、計画系の研究室に入り、高齢者施設
や障害者施設について学びました。
　私の恩師はユニットケアについて長年研究して
おり、特養は『施設』ではなく入居者が生活する

『家』である、と話していたのが特に印象に残って
います。
　そして、実際に見学や調査などで施設を訪ね、
その中で生活する方々のことを知りました。入居

者の方々は私たちを見ると、不思議そうな様子や
嬉しそうな様子を見せており、施設での生活は私
たちにとっては当たり前の、人との関わりが足りて
いないのだと強く感じました。『家』としての環境
にはまだまだ追いついていないと考えています。
　このように、医療福祉の分野は他の施設と比べて
暮らす方や家族、働く方、地域の方など多くの人々
の生活に直結しています。単に建物を造るのではな
く、人の生活をつくるという意識を持って建築に向
き合いたいです。
　特養のユニット化の実現は、研究者や設計者の尽
力があってこそでした。私も設計の立場から、そこ
で暮らす方々の生活と福祉施設の未来をつくる一
部を担えたらと思います。

　設計という、最適解を導き出すことは、数学の
問題を解いているようで、面白いと感じます。病
院建築は他の用途と比べて、多くの制約があり複
雑ですが、悲観的にならずに前向きに取り組むこ
とが最適解に近づくための一歩だと思います。仕
事として建築に携わるようになり、共創すること
の面白さを感じています。私達のクライアントは、
医療・福祉のプロであり、私達は建築のプロです。
プロとプロがぶつかり合っての議論はわくわくし
ます。
　大学に入学して半年が経った頃、授業で「空間
のデザイン」という課題がありました。沢山の模
型が並ぶ中、私が提出した模型が教授の目に留ま

り、教授がこんなことを言っていました。「手の
かけたものこそ伝わる」と。今、自分達が熱意を
持って伝えようとすると、相手側も応えてくれる
のだと実感しています。使う人が建物に愛着が湧
き、それが質の高い医療・福祉の提供に繋がれば
良いと思います。
　街に良い医療・福祉があれば、人々は安心した
暮らしができます。風景の一要素として存在する
建築物ですから、地域に溶け込んだ美しいデザイ
ンであるべきです。私は、街の人からも愛される
建築物を創っていきたいと思います。自分自身が
建築を楽しみ、人々の支えとなれる建築家を目指
します。

NEW   MEMBERS
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